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学校教育目標 よく考える子 思いやりのある子 たくましい子

６月２８日（土）、あずま小体育館でＰＴＡ教養講座としてレジン教室が行われました。レジンと
は、植物から分泌される透明な「樹脂」(resin)の事で、好みの色を混ぜ、シリコンモールドに流
し込んで紫外線に当てると数分で固まり、いろいろな装飾をほどこせば左下の写真のように世
界に1つしかないレジンアクセサリーを作る事ができます。

今回は４６組のご家庭が参加し、多くの参加があったため体育
館で２部制で行いました。子どもたちは思い思いに自分の考えた
キーホルダーをつくることができました。私自身も挑戦してみた
のですが自己採点すると３０点くらいです。対して子どもたちの作
品はとてもきれいで少し悔しい思いをしました。次はもっといい
ものが作れるよう再度挑戦した
いなと思っています。

図書委員会がみんながわくわくする活動を行っているので紹介しま
す。2つあります。「七夕かざり」と「あずちゃんの手作りしおりのプレゼ
ント」です。図書室が楽しい場所になったり、本をたくさん借りに来てく

れたりするようにと考えてくれた企画です。
「あずま小のみんなが、しあわせで、けんこう
にすごせますように」、「お友達がいっぱい
できますように」「じんせいがかがやきます
ように」など、短冊には素敵な願いがたくさ
ん書かれていました。「みんなで取り組む、

みんながわくわ
くする学校づく
り」の１つの実践としてとても素晴らし
い取組だと感じました。他の委員会で
もみんながわくわくできる取組をどん
どん行ってほしいと思います。
「自分たちの学校は自分たちでつくる」
そういう気持ちで、委員会活動や学級
活動、行事などに積極的に取り組んでも
らえるとうれしいです。

モールドに液を入れ固めます
透明感のある自分だけの作

品ができあがります

願いの書かれた短冊がた

くさんさがっています。

あずちゃんの様々なしおり

をつくっています。



これまで夏休みの宿題として、国語（習字・作文・読書感想文等）と図工については作品募集
の中からそれぞれ１点以上提出することとしておりました。それを変更し、今年は希望者の提出
といたしました。理由は大きく２つあります。

(1)今日的教育課題として「子どもの自律を育む実践」が推奨されており、長期休業中の学
習についてもやらされる学習から自分のやりたい学習への転換が求められている。

(2)長期休業中は学校ではできないことに取り組む機会でもあるため、学習も含め様々な
要素をバランスよく取り入れていくことが重要になっている。地域のイベントやボラン
ティア活動に参加する、サマーキャンプや習い事に参加する、家族で旅行に出かける、
家の手伝いをする、図書館や科学館、博物館、美術館などを訪れる、読書に親しむなど
計画的な学習とともに子ども自身がやりたいことを選択して実行する経験を充実させ
たい。

なお、「自律を育む実践」として学習については自主勉強を推奨しております。取り組んだ自主
勉強については担任が内容等を確認しますので夏休み明けに担任に提出してください。頑張っ
たことを褒め励ましていきたいと考えています。

放送委員会が「あずボックス～みんなのいいところ発
表～」を毎日行っています。友達の良いところやしてもら
って嬉しかったことをお昼の放送で読む活動です。放送
室前のあずボックスに記入カードを入れると、放送委員
が全校放送で読みあげてくれます。あずま小学校がより
あたたかい雰囲気になるようにとの思いから取り組んで
いる活動です。

「ないているとき友達が
やさしく声をかけてくれま
した」「なくした物を友だち
がいっしょにさがしてくれ
てうれしかったです」「6ね
んせいにべんきょうをおし
えてもらってうれしかった
です」など、毎日たくさんの
嬉しかったことを聞くことができ
ます。学校を前向きな元気の出る
雰囲気にしてくれています。
図書委員会の取組と同様「みん

なで取り組む、みんながわくわく
する学校づくり」の１つの実践とし
てとても素晴らしい実践です。他
の委員会でもみんながわくわくで
きる取組をどんどん行ってほしい
と思います。

今週で１学期が終わります。これまでの保護者の皆様方のご支援とご協力に心より感謝
申し上げます。ありがとうございました。長い夏休みが始まりますが、子どもたちにとって
充実した日々になりますよう、ご家庭でのご指導ご支援をよろしくお願いいたします。

これがあずボックス。短パン

半袖の姿で、カードを口に入

れます。

放送室前廊下のあずボックスでカード

記入する児童たち。嬉しかったことは

何かな。

これが記入カード


